ホワイトカラー犯罪の社会心理学的考察 by 新田 健一
ホワイトカラー犯罪の社会心理学的考察
著者 新田 健一
号 207
発行年 2003
URL http://hdl.handle.net/10097/14546
にっ
新
?
? けん
健
い ち
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位 授 与年 月 日
学位授与の要件
博 士(文 学)
文 第207号
平成16年1月22日
学位規則第4条 第2項 該当
学 位 論文 題 目
論 文 審査 委 員
ホワイ トカラー犯罪の社会心理学的考察
???
?
?
?
? ?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
論 文 内 容 の 要 旨
犯罪現象は人間のあらゆる生活状況の中で発生するものであるが、その原因、動機、犯行手口等の態
様は少年 と成人、男性 と女性、そして各罪種によってもさまざまである。社会的には成功水準に達 して
いると認められている、いわゆるホワイ トカラーによる犯罪は他の一般犯罪とは異なる態様を有すると
考えられるが、その特徴 とは、何 よりも組織を利用 しあるいは組織 との関連において犯行がなされ、 し
か も暴力団などの反社会的集団とは異なり、その組織が公共社会で承認 されている組織だという点にあ
る。 したがって、主 として暴力団を中心にして進められてきた従来の組織犯罪の解明結果をそのままホ
ワイ トカラー犯罪に適用することには問題がある。
本研究はホワイ トカラー犯罪を社会心理学の立場から考察することを目的とする。人間の社会行動一
般は、行動の種類によってそのいずれに重点がかかるかの違いはあるにしても、個体的であると同時に
社会的な現象である。犯罪行動において も個人 と社会の両側面の要因を併せ考慮 しつつ研究を進めるの
が犯罪学の趨勢 となっている。特に組織が重要な要因として作用するホワイ トカラー犯罪においては、
諸要因の単なる羅列的解明にとどまらず、それらの相互関連性 にまで究明を進める必要があ り、社会心
理学的統合性を抜きにしては現象の実相や本質に迫ることは不可能である。
ホワイ トカラー犯罪の学術研究の必要性が最初に米国において提唱されてか らすでに半世紀以上が経
過 した。当時我国の犯罪学界でもこの問題の重要性が認識されると共に研究開発の必要性が叫ばれたの
であるが、時代思潮の変化 と共にその関心も薄れて、現在に至るまでこの領域での学術的成果はほとん
どないに等 しい。他方、英語圏特に米国においては多少の消長はあったものの、ホワイ トカラー犯罪に
関する研究活動はますます盛んになっている。
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我国においても、この種の犯罪への社会的関心が乏しいわけではない。政財官界を巻 き込んだ疑獄事
件・企業による不良商品販売による消費者被害、高級公務員による汚職、公的業務における不当 ・不正
行為の組織的隠蔽工作、等々。これらの事件は後を絶つことなく、その度にマスコミは大きく報 じ市民
は憤激の声を上げているのが現実である。市民社会が被害を受ける現実問題に対 して科学的解明をもっ
て応えるのが犯罪学の使命であるならば、 この問題を放置して済まされるものではないと考える。しか
し、 この種の犯罪は多 くの研究者が課題放棄 してきたようにきわめて複雑で多面的解明を必要 とす る
が、本研究においては社会心理学の側面からこの問題に接近することを課題 とする。
本論文は第1部 の理論編(1章 一9章)と 第II部の事例編(10章一14章)から成っている。理論編で
は、筆者が本研究 を進めていく上での基礎理論を先行諸理論の検討を踏まえ構成することを意図してい
る。事例編 においては、その理論に従って具体的事例を分析することによって、 この種の犯罪の特殊性
と一般性を解明すると共に、理論の妥当性を検証することを目的とする。
1章では、ホワイ トカラー犯罪学の創始者であるE.H。サザーラン ドがこの問題を提起するに至った事
由とその後の研究活動の消長過程を、各時代的背景 との関連において述べた。また、その後の理論的対
立抗争が彼の犯罪理論を中心に展開されてきた事情から、その理論の中核を正確に把握することとした。
2章では、後続研究者たちの賛同と批判の代表的諸説 を対立させて検討することで、サザーランド理
論の問題点を明らかにした。主な論争点とは、自然人とは異なる法人組織にも法的有責性を問えるか ど
うか、ホワイ トカラーという社会的身分によって他の犯罪者 と別異の犯罪理論を適用 しようとすること
の可否、ホワイ トカラー犯罪の定義の曖昧さ、有罪判決のない者を単に違法性があるからといって犯罪
者 と同列に扱うことの問題、さらに組織犯罪における行為者のパーソナリティー要因の軽重などである。
3章においては、サザーランド理論並びにその批判者の諸説を検討 した上で、筆者の理論的立場を措
定することとした。 自然人 とは異なる法人組織体 に対して法的有責性が問えるか との疑問に対しては、
最近の我国刑事政策の動向をも考慮 して、当然ながら肯定の立場をとることとした。有罪判決のない段
階での違法行為を犯罪 と同列に扱うことの可否についても、肯定の立場をとる。何故ならぼ、もしもこ
の種の行為 を犯罪ないしは逸脱行為の範疇か らも除き考察外 とするな らば、法的加罰から免れることの
多い組織的犯罪について、その本質を追及することはほとんど不可能になるし、また本研究は法的責任
を直接に問題 にする性格のものではないか らである。さらにホワイ トカラーという比較的高い社会階層
に属する人々の犯行だか らといって、他の犯罪者 と異なる理論を適用するのは間違っているとの見解 も
納得 しない。何故なら、問題なのは社会的身分そのものではな く、身分によって生 じる犯行態様ないし
は犯行機制の特殊性だか らである。
なお、組織的犯罪においても犯行の実行者は個々人であるか ら、個人のパーソナリティー要因を軽視
することは許されない。同じ組織内の同じ立場にいるにしても、犯行計画にどう対応するか、どんな心
理的反応を示すか、どんな犯行手段を選択するか等のすべては、個人のパーソナリティーに依存するか
らである。
4章は逸脱の心理学的要因に充てている。同じホワイ トカラー犯罪者であっても、組織的犯罪者 と業
務上犯罪者では加害内容の悪質性の程度が明白に異なるので、両者を一括して論ず るのは危険である
し、それぞれのパーソナ リティー特徴 も異なるはずである。 しかし、 ここでは組織的犯罪者を対象 とし
て、その個人的性格特徴 とそれが組織内において変容され、反社会的価値をも内在化 して組織人として
の社会的性格を形成 していく過程について述べた。さらに、彼 らが犯行に至る一般的動機 としての成功
願望 と失敗恐怖、および犯行準備性の形成過程 と犯行合理化の特徴について論述 した。
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5章では組織的犯罪における組織要因の意味 とその作用を論 じている。組織体、特に企業においては
公共的プラス価値 と潜在的マイナス価値の拮抗関係を常態的に内在 しているが、企業環境の困難化や無
理な経営によって拮抗のバ ランスが崩れて逸脱に至るが、それには三つのモデルがあることを示 した。
さらに、組織成員が逸脱行為に加担する社会心理学的要因として、 リスクを伴 う競争原理の下に置か
れる事情、組織内派閥への加入 と忠誠心、 ヒーラルキーによる犯行機会の多寡にっいて論 じた。
6章では企業犯罪の統制方策について米国犯罪学界の代表的論争を紹介 した。企業に対 しての刑事処
分を強化すべきだ とする対立主義 と、行政処分が有効だ とする協調主義の両極の間にさまざまな議論が
展開されているが、法律学を専門 としない筆者はあえてこの問題に深入 りすることを避けた。 しか し諸
議論の中で最も妥当と考えられた 「強制的自主規制モデル」について、社会学者による調査結果を添え
詳細に紹介 した。我国の刑事政策学界でもこのモデルに近い立法化が一部で検討 されっつある。
なお、各種の組織体においては自らの犯罪行為の表面化によって受ける被害、すなわち社会的信用の
失墜、賠償責任、刑事罰、等を予防するためのさまざまな方策を行っているが、その中で法規的防衛 と
相互扶助的防衛にっいて我国での効果の実態について触れた。
7章では企業犯罪の責任を直接の行為者である個人にとどめるべきか、企業体に帰すべ きかの問題を
扱ったが、我国の企業内部においてはそれについて四つのタイプ、すなわち象徴的 トップ責任タイプ ・
船長型責任タイプ ・被指定責任タイプ ・個人の過誤責任タイプがあるとの外国研究者の共同研究を紹介
した。
責任帰属問題 は最近の社会心理学において も関心の高まった研究領域の一っであり、F.ハイダーの責
任水準段階モデル以降、幾つかの修正 ・補正モデルが我国の研究者を含めて提出されてきた。 しかし、
それ らのモデルは実験可能な単純事象から引き出されたものであ り、複雑多様な要因を含んだ現実の組
織的犯罪事象への適用に耐え得るものではない。
現実問題 として、組織体内の責任帰属に関する最 も重要な課題は 「帰服犯罪」における責任帰属問題
である。現代社会においては企業に限らず多 くの個人は、いずれかの組織の一員 として社会活動をして
いるが、上司か らの命令 ・指示 ・教唆の心理的圧力に屈して不本意ながら逸脱行為に走 らざるをえない
事態が往々にして発生する。その場合、圧力を加えて強制 した上司と実行させ られた部下 との間で、責
任はどう配分されるべきであるか。戦争犯罪は多 くの典型的実例を提供 して くれているが、組織的犯罪
において も裁判審理過程で問題 となることが多い。この問題について一般市民はどう判断するかの国際
比較研究によれば、組織 と個人の関係についての考え方による国民性の違いが反映 されるとの結果が示
されている。
8章は日本人の罪悪感の特徴 にっいて論 じた。罪悪感はS.フロイ トの超 自我説にも見 られるように
「見 られる自己」 としての客体的自我と 「見 る自己」 としての主体的自我の自我内部での対立的二重構
造の成立を前提 として形成 されると考 えるが、西欧人 とは異なって日本人の主体的自我は特異な社会文
化環境のもとで身内意識の中に埋没してしまい、自己内面での厳 しい対立を経て自己完結する主体的自
我構造が脆弱な点に特徴が見出せる。 このような日本人の自我の特徴を 「共生的自我構造」 と筆者は名
付けた。 したがって行為の主体 としての自覚が乏 しく、自己の悪行に伴 う感情 も帰属する集団の反応に
影響 され、周囲の人間からどう評価 され、 どんな感情を持たれるかということが最大の関心事 となる。
この傾向は非行少年や一般の犯罪者だけでな くホワイ トカラー犯罪者においても認められ、他国のホワ
イ トカラー犯罪者 とは異なる行動パターンを示 しやすい原因 ともなっている。
9章では以上の諸理論を統合 して、本研究の主題であるホワイ トカラー犯罪、特に組織的犯罪を解明
する研究 プロジェクトを示した。
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ホワイ トカラー犯罪の定義 としては 「合法的組織体活動に従事する者が、組織の利益 目的実現のため
に業務機構を活用 し、あるいは私欲充足のために自己の組織上の地位、役割、社会的信用を利用 して犯
す違法行為」 とする。そして前段の組織 目的実現のためのものを 「組織的犯罪」 とし、後段の私欲充足
のためのものを 「業務上犯罪」 として区別して混乱を避け、本研究の主目標はあくまでも組織的犯罪で
あることをあきらかにした。
研究を進めていく軌道をはっきりさせ るために、考察上の六っの視点を示 した。それらをキーワー ド
として示せば、「組織文化」「社会的性格」 「組織と個人」「価値葛藤」「比較文化」 「一般性と特殊性」 と
なる。
さらに組織的犯行を理解 し事例 を分析するために 「犯行発生説明モデル」「責任帰属判断モデル」「犯
行性深度モデル」の三つの理論モデルを提示 し、それぞれのモデルに含まれる要因にっいて解説を加え
た。犯行発生モデルは、組織 と成員個人の諸要因が どのように相互作用をし、どんな経過を辿って犯行
に至るかを説明するものであり、個人犯罪における犯行の原因と動機の解明に相当する。責任判断モデ
ルは、犯行事実内容から出発 し介在要因を考慮 しつっ関与した個人それぞれの役割分担責任の有無 と程
度、さらに組織の犯行意思決定事由へと遡及 して科学的客観性をもって判断するもので、裁判での審理
過程に相当するが、法廷での判断はその他の要因も作用するので、必ず しもそれ と一致するものではな
い。犯行性深度モデルは犯行に関与 した個々人の犯罪への親近性の程度、すなわち犯行性をどの程度に
人格内に内在化 させているかの悪質度を判断す るもので、再犯可能性にも関係する指標である。第II部
の事例編においては以上の三つのモデルによって、具体的事例を採 りあげて犯行に関与 した組織 と個人
を分析することになるが、これ らのモデルはいずれも事例分析を通 じ数度の修正を加えた。
10章では企業組織体犯罪の実態分析である。事例 として製薬会社の不良医薬品販売から発生 した被害
事件、公共入札に絡む談合事件、政財界をも脅か した総会屋事件をあつかった。HIV(エイズウイルス)
感染訴訟事件については裁判に係属 した製薬会社3代 の社長の責任帰属判断過程を裁判記録をもとに理
論モデルに従って解明し、厚生省係官にっいては組織防衛 と官業癒着の実態を、そして製薬会社に加担
したとされた大学教授については逸脱に至 るパーソナリティーの変貌過程を中心に論述 した。参考 とし
てフランスでのHIV事件の結末報告 と米国でのダル トン ・シール ド(避妊リング)事件についての研究
報告を紹介したが、 これ らの内外事例か ら企業逸脱の組織的過程 と経営優先の意思決定の共通点が明ら
かになった。
談合事件については東京都の水道メーター発注 と阪神大震災の復旧工事にからむ談合事件を取 り上げ
たが、中心課題を我国に特徴的 ともいえる談合文化の根強い存在 と、それを止むなしと許容 し利益を共
有する政官の慣習の実証に置いた。総会屋事件については政官財界のアッパーハン ド・クラスをも巻 き
込んだ不正融資 ・利益供与事件 と食品会社事件の2事例を取 り上げた。両事件はその規模において著 し
く異なるが、共通基本問題 としてインフォーマルな潜在価値に支配された企業経営の暗部を衝かれたも
のであることを明 らかにすることに重点を置いた。
11章では一般公務員 とエリー ト官僚の汚職を扱った。公務員の汚職事件はいずれ も職務権限の逸脱に
よるものであるが、それには四つの類型があることを示 し、贈収賄発生の組織風土を形成する原因につ
いて論 じた。一般公務員 とエリー ト官僚の汚職は汚職構造自体は同じだが、組織が関わる程度 と複雑性
においていちじるしい差異があるので、複雑なエ リー ト官僚の数事例を分析の対象 とした。官庁の組織
文化に過適応 し業者の過剰接待に無抵抗に応じていた大蔵本省(当 時)の 中堅官僚の事例では、官と業
の相互利益交換を通じての親交によって規範性を麻痺させてい く過程を、また厚生省(当時)事務次官の
業者からの収賄事例では、1人 の有能な官僚が当初の業務への情熱 と誠意をキャリァの昇進 と共に喪失
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し、権勢欲によって転落:してい く過程を個人生活史 として叙述 した。いずれ も民業を支配する官庁の伝
統的組織文化に汚染されて、本来の個人的性格を歪め組織人 としての誤った社会的性格を形成 した末の
転落事例である。なお公務員の収賄事件は我国に限 らずどの国においても発生 しているが、それはそれ
ぞれの国の政治体制の特徴に深 く関わるものであることを指摘 した。
本来は犯罪を取 り締まる権力組織であるはずの警察にも逸脱行為が頻発 しているが、事例 として違法
捜査事件 と不祥事隠蔽事件を取 り上げた。いずれも業務の特殊な性格上必要 とされる秘匿主義 と無謬主
義に、過度の使命感 と独善主義および擬制家族主義が加 って、自らの組織防衛のために逸脱を可 とした
ものである。米国ニューヨーク市警の事例を見ても彼我共通の警察独 自の文化が認められるが、さらに
我国の警察組織では一般警官 とエリー ト幹部において別種の副次文化が存在 し、その二重文化のギャッ
プから各種の問題が発生 しやすいことを指摘 した。
12章では政治家の汚職事件 を取上げたが、 ここでは我国の政治風土が重要な要因 となる。選挙民 と政
治家の間の相互実利的結合、政治家 と行政組織 との癒着の構造が、他国に例を見ない半世紀に亘る一党
支配の政権持続の下で独特の政治風土を形成 してきた。それに加え他国と同様に大衆社会化による政治
家像の変化があって、気高い精神性を有するパーソナリティーに代わって凡庸なイメージが尊ばれるよ
うになったことにもスキャンダル多発の原因がある。元首相によるロッキー ド事件はまさにその典型的
事例 といえるが、 さらに彼の逮捕につながった経緯は日本の各界に共通の派閥文化を象徴的に表 したも
の といえる。
1990年代に汚職による有罪判決で政界か らの転落を余儀な くされた3人 の政治家それぞれの出自、経
歴、政治的活動力、パーソナリティー、逸脱経路は異なるが、彼 らの政界マップ上での位置 と軽重によ
る共通点からは、やはり我国の政界文化のもとでの人事の力学的特徴を見出すことができる。地方政界
においてはさらに古い地元文化 との結合によって、公共事業による土建業界 との癒着構造が堅固であ
り、そのために本人が逸脱の明確な意思を抱かないままに、汚濁水路に不用意に引き込まれていった自
治体首長の2事例を取上げた。
13章では一般サ ラリーマンの汚職事件を扱った。この種の事件は会社の利益のために犯す組織的犯罪
とは異な り私利私欲が動機であ り、所属組織が被害を受ける場合が多い。傷害、窃盗等の一般犯罪を除
けば、その大部分は横領事件だが、それに詐欺事件が加わる。 この種の業務上犯罪にっいては諸外国の
研究も数多 く、犯人のパーソナリティー特徴の分析 と共に犯行発生会社の組織構造と犯行機会 に注 目し
たものもある。それ らの研究結果の大部分は我国にも該当する。
業務上犯罪は会社の種類や規模によって態様 はいちじるしく異なる。その大部分は下級社員による単
純な持ち逃げ横領事件であるが、ここではホワイ トカラー犯罪の特徴が明らかな中堅以上の社員による
事犯を中心に論ず る。著者が直接面接することができた事例 と裁判の審理経過をっぶさに傍聴できた事
例を、犯行動機を重視 した観点から7類型に分類し、それぞれについての事例分析を記載 した。7類型
とは 「感染学習タイプ」「迷妄耽溺タイプ」「経営破綻タイプ」「同行過信タイプ」「家庭窮迫タイプ」「処
遇不満タイプ」「スケープゴー トタイプ」であるが、いずれのタイプの犯行者 も事件発生までは犯罪には
縁の遠い健全な市民であり家族関係 も良好で、有能な社員 として周囲から評価されていた人物がほとん
どである。それにもかかわらず人生の中高年期に至って初発犯行に走った原因には特別事情が関わった
上でのことであるが、動機面から見る限 りは一般の財産犯 と大きく変わるものではない し、犯行経過 と
その間の彼 らの心理的反応についても同様である。ただし、犯行性を一層深化させてい く者はこの種の
犯罪者には少ない。
女性の業務上犯罪者の中でホワイ トカラーに属する例はほとんどない。米国での性差と犯行動機に関
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する比較研究で指摘 されている女性の特徴は、我国の女性犯罪者にも当てはまるし、しかもその特徴は
一層顕著に認められる。現在、女性の置かれた社会的立場ないしは組織内地位 を反映して、典型的なホ
ワイ トカラー犯罪は男性特有のものだとする米国研究者の所論は正 しく、それを裏付ける資料 として金
融機関女性社員による巨額横領事件の3事例に見 られる共通点を示 した。
14章ではサンクション問題を取上げた。一般にいわれる社会的地位の高い犯行者は寛刑で処理されや
すい との所謂ダブルスタンダード問題は、多 くの研究者の実態分析にもかかわらず必ずしも明確ではな
く、この種の調査の困難を物語 る。
ホワイ トカラー犯罪者は裁かれる過程また服役中においてどんな特徴的反応を示すだろうか。 この問
題にっいて米国での調査 と筆者の面談調査の結果 とを比較 して、その共通性 と共 に日本人の特徴 とを指
摘 した。警察や検察での取調べ段階では彼我の法律制度やマスコミ報道の違いから必ずしも同じ反応を
示すものではないが、自尊心の高いホワイ トカラー犯罪者の特徴 として自我殿傷 に対する恐れ と痛みが
さまざまな不満、不安 を一般犯罪者以上に生んでいる。それと共に8章で指摘 した日本人特有の自我の
弱さのために、組織的犯罪者でも組織を離れれば他国人に較べて犯行を比較的容易に自白する 「黙秘の
不耐性」を特徴 とする。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究はホワイ トカラー犯罪について理論、実証の両面か ら社会心理学的に考察 を試みたものであ
る。ホワイ トカラー犯罪は、その学術研究の必要性が最初に米国において提唱されてからすでに半世紀
以上が経過 し、その間、英米圏においては犯罪研究において常に重要な関心事であ り続けた。我国にお
いても、政財官界を巻き込んだ疑獄事件や企業による不正行為の組織的隠蔽等は後を絶っことなく起こ
り、その度マスコミによって大 きく報 じられはしたが、学術的研究 としてはほとんどないに等 しい状態
であった。こうした状況にあって、近年の実際の事件について犯行者に対する面接や裁判の傍聴などを
通して事例分析を加えた本研究は、 この分野における貴重な成果 と言えるものである。
本論文は第1部 の理論編(1章 一9章)と 第II部の事例編(10章一14章)から成 る。理論編では先行
諸理論の検討を試み、それを通 して論者自身のモデルを提起 した。事例編では、 このモデルをもとに我
が国の近年の事件を分析 し、これを通 して この種の犯罪の特殊性 と一般性 を解明し、合わせてモデルの
妥当性の検討を試みた。
1章では、ホワイ トカラー犯罪学の創始者であるE.旺サザーラン ドがこの問題を提起するに至った事
由とその後の研究活動の消長過程を各時代背景 との関連において述べた。2章 では、後続研究者たちの
賛同と批判の代表的諸説を対立させて検討することで、サザーラン ド理論の問題点を明らかにした。主
な論争点は、 自然人 とは異なる法人組織にも法的有責性を問えるか どうか、ホワイ トカラーという社会
的身分によって他の犯罪者 と別異の犯罪理論を適用 しようとすることの可否、ホワイ トカラー犯罪の定
義の曖昧さ、有罪判決のない者を単に違法性があるからといって犯罪者 と同列に扱 うことの問題、さら
に組織犯罪における行為者のパーソナリティー要因の軽重などであった。3章 においては、サザーラン
ド理論並びにその批判者の諸説を検討 した上で、論者の理論的立場を措定している。論者は、最近の我
国刑事政策の動向を考慮 して法人組織体に対 して法的有責性を問えるとの立場をとり、 また、ホワイ ト
カラー犯罪を特別視することに対する批判に対 しては、身分に由来する特殊な犯行態様や犯行機制をこ
のタイプの犯罪の本質 とみなした。また、組織的犯罪 とはいえ、犯行の実行者は個々人であるところか
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らそのパーソナリティーを本質的要因のひとつ とみなすことも論者が特に強調 した点である。4章 では
逸脱の心理学的要因を検討 した。ホワイ トカラー犯罪者は組織の一員 として個人的性格特徴が組織内で
変容され、反社会的価値を内在化した社会的性格を形成する。その過程において成功願望、失敗恐怖、
組織忠誠心などが果たす役割、それに犯行準備性の形成過程 と犯行合理化など、犯罪を誘発する心理的
要因について論述 した。5章 では組織的犯罪における組織要因の意味 とその作用を論 じた。論者は、日
本企業においては公共的価値 と自益価値の拮抗関係が常態的に内在 しており、困難な企業環境の もとで
そのバランスが崩れ、組織的犯罪に至 ると仮定 し、それを三っ観点からモデル化した。6章では企業犯
罪の統制方策について米国犯罪学界の代表的論争、つまり、企業に対 して刑事処分 を強化すべきだ とす
る対立主義 と行政処分が有効だとする協調主義の議論を紹介 し、併せて、最も有効 と考えられる 「強制
的自主規制モデル」について社会学者による調査結果を見なが ら詳細に論じた。7章 では企業犯罪の責
任論について焦点を当て、まず、我国の企業に見 られる4っ のタイプ、即ち、象徴的 トップ責任タイプ、
船長型責任タイプ、被指定責任 タイプ、個人の過誤責任タイプを論 じた海外の研究者たちの研究を取 り
上げた。その後、論者は組織犯罪の本質を 「帰服犯罪」にあるとみなし、組織の一員として社会活動を
する現代人にとって上司からの命令 ・指示 ・教唆の心理的圧力に屈 して不本意ながら逸脱行為に走らざ
るをえない事態が往々にして発生する場合があることを指摘 した。その場合の責任配分は裁判審理にお
ける重要な争点であり、組織 と個人の関係についての考え方による国民性の違いが反映される事柄であ
るとも述べている。8章 では日本人の罪悪感の特徴について論 じた。西欧人 とは異な り日本人の主体的
自我は特異な社会文化環境のもとで身内意識の中に埋没 してしまい、自己内面での厳 しい対立を経て自
己完結する主体的自我構造が脆弱な点に特徴がある。論者は、 このような日本人の特徴を 「共生的自我
構造」 と呼び、これはホワイ トカラー犯罪者においても認められ、他国の同種の犯罪行動 とは異なるパ
ターンを生み出 していることを指摘 した。
9章では以上の理論的考察を総括 し、日本におけるホワイ トカラー犯罪を解明するための論者自身の
研究プロジェク トを提示した。論者はホワイ トカラー犯罪を 「合法的組織体活動に従事す る者が、組織
の利益目的実現のために業務機構を活用 し、あるいは私欲充足のために自己の組織上の地位、役割、社
会的信用を利用 して犯す違法行為」と定義、そのうち、組織目的実現のためのものを 「組織的犯罪」、私
欲充足のためのものを 「業務上犯罪」として区別 した。事例分析の観点 として 「組織文化」 「社会的性
格」「組織 と個人」「価値葛藤」「比較文化」「一般性と特殊陸」を上げ、これらを組み合わせ、「犯行発生
説明モデル」「責任帰属判断モデル」「犯行 陸深度モデル」の三っの理論モデルを構成 した。犯行発生モ
デルは、組織 と成員個人の諸要因がどのように相互作用をし、どんな経過を辿って犯行に至るかを説明
するものであり、個人犯罪における犯行の原因と動機の解明に相当する。責任判断モデルは、犯行事実
内容か ら出発 し介在要因を考慮 しっっ関与 した個人それぞれの役割分担責任の有無 と程度、さらに組織
の犯行意思決定事由へと遡及 して科学的客観 陸をもって判断するもので、裁判での審理過程に相当する
が、法廷での判断はその他の要因も作用するので、必ず しもそれ と一致するものではない。犯行性深度
モデルは犯行に関与 した個々人の犯罪への親近性の程度、すなわち犯行性をどの程度に人格内に内在化
させているかの悪質度を判断するもので、再犯可能性にも関係する指標である。
10章では、上記のモデルをもとに企業組織体犯罪の実態分析 を試みた。事例 としては、製薬会社によ
る不良医薬品販売によるHIV感染訴訟事件、公共入札談合事件、総会屋事件をあつかった。HIV訴訟で
は事件に係属 した製薬会社3代 の社長の責任帰属判断、厚生省係官による組織防衛 と官業癒着の実態、
製薬会社に加担したとされた大学教授の逸脱に至るパーソナ リティーの変貌過程を中心に論述 した。談
合事件 としては東京都水道メーター発注 と阪神大震災の復旧工事を取 り上げ、論者は、我国に特徴的と
一240一
もいえる根強い談合文化の存在 と、それを止むなしとして許容 し利益を共有する政官の慣習的関与を明
らかにした。総会屋事件にっいては政官財界のアッパーハンド・クラスをも巻 き込んだ不正融資 ・利益
供与事件 と食品会社事件の2事例を取 り上げた。両事件はその規模において著 しく異なるが、共通基本
問題 としてインフォーマルな潜在価値に支配された企業経営の暗部を衝かれたものであった。ll章では
一般公務員 とエリー ト官僚の汚職を扱った。公務員の汚職事件はいずれも職務権限の逸脱によるものだ
が、論者はそれらを4類型に分けた。官庁の組織文化 に過適応 し業者の過剰接待に無抵抗に応 じていた
大蔵本省(当 時)の 中堅官僚の事例では、官 と業の相互利益交換を通じての親交によって規範性を麻痺
させてい く過程を、また厚生省事務次官の業者か らの収賄事例では、1人 の有能な官僚が当初の業務へ
の情熱 と誠意をキャリアの昇進 と共 に喪失 し、権勢欲によって転落 してい く過程を個人生活史 として叙
述 した。論者はこれら2事例 をいずれも、民業を支配する官庁の伝統的組織文化に汚染 されて、本来の
個人的性格を歪め組織人 としての誤った社会的性格を形成 した末の転落事例 とした。本来は犯罪を取 り
締まる権力組織であるはずの警察にも逸脱行為が頻発しているが、本論文では違法捜査事件 と不祥事隠
蔽事件を取 り上げた。いずれも業務の特殊な性格上必要 とされる秘匿主義 と無謬主義に、過度の使命感
と独善主義および擬制家族主義が加って、 自らの組織防衛のために逸脱を可 としたものである。12章で
は政治家の汚職事件を取上げたが、 ここでは我国の政治風土が重要な要因である。選挙民 と政治家の間
の相互実利的結合、政治家 と行政組織 との癒着の構造が、他国に例を見ない半世紀に亘 る一党支配の政
権持続の下で独特の政治風土を形成 してきた。それに加え他国と同様に大衆社会化による政治家像の変
化があって、気高い精神性を有するパーソナリティーに代わって凡庸なイメージが尊ばれるようになっ
たことにもスキャンダル多発の原因があると論者は指摘する。元首相によるロッキー ド事件はまさにそ
の典型的事例 といえるが、さらに彼の逮捕につながった経緯は日本の各界 に共通の派閥文化を象徴的に
表 したもの といえる。地方政界においてはさらに古い地元文化 との結合によって、公共事業による土建
業界 との癒着構造が堅固であり、そのために本人が逸脱の明確な意思を抱かないままに、汚濁水路に不
用意に引き込 まれていった自治体首長の2事例 も取上げられている。13章では一般サラリーマンの汚職
事件を扱った。 この種の事件 は会社の利益のために犯す組織的犯罪 とは異な り私利私欲が動機であ り、
所属組織が被害を受ける場合が多い。論者は直接面接 した り裁判の傍聴で得た事例資料を分析 して、犯
行動機から犯罪者を 「感染学習タイプ」 「迷妄耽溺タイプ」「経営破綻タイプ」「同行過信タイプ」「家庭
窮迫タイプ」「処遇不満タイプ」「スケープゴー ト・タイプ」に分けた。いずれのタイプの犯行者 も事件
発生までは犯罪には縁の遠い健全な市民で、有能な社員として周囲か らも評価 されていた人物がほとん
どである。それにもかかわ らず人生の中高年期に至って初発犯行に走った原因には個々に特別の事1青が
あるが、動機面か ら見る限 りは一般の財産犯 と変わるものではない と、論者はその犯罪心理を解析する。
14章ではサ ンクシ ョン問題が取上げられた。社会的地位の高い犯行者 は寛刑で扱われるとの所謂ダブ
ル ・スタンダー ド問題は必ずしも明確ではなかった。最後に、論者はホワイ トカラー犯罪者が裁かれる
過程また服役中に示す反応を米国での調査 と比較 し、日本の組織的犯罪者が組織を離れ ると比較的容易
に自白する 「黙秘の不耐性」 という特徴を示すことを見いだし、 これを日本人の自我の脆弱性の現れ と
みなした。
最終章において、論者は研究課題がどの程度達成できたかを方法論上の問題を含めて考察 した。ホワ
イ トカラー犯罪は法律学、社会学、経営学など多様な角度からアプローチ可能であるが、論者はこれら
を視野に含めながらも、事例分析においては主 として社会心理学的立場から組織論 と人格論が交差する
「組織人 としての社会的性格の形成」と 「組織の副次文化」を中心に論じた。これらを通 してみると、
論者の犯罪発生モデル、責任帰属モデル、犯行性深度モデルはこの種の犯罪のある側面をそれぞれ理論
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的に抽象化 したものであることを実態的に肯んじることができ、それらには一定の実証的妥当性がある
とみなすことができる。ただし、分析対象 となった事例 にっいては報道や法廷資料などが主であり、論
者 自身の行刑施設勤務経験によって補われた点 もあるとはいえ、限界 もあると言わざるを得ないであ
ろう。
こうした制約があるとはいいなが ら、職位を利用 したホワイ トカラー犯罪、特に、組織が持つ必然的
な反社会性を背景にした組織的犯罪について、我が国の近年の著名な事件を数多 く取 り上げ、個人と組
織の両面か ら説得力のある分析を行った本論文は、このタイプの犯罪発生過程に関する理論的モデル化
と日本的組織人の文化的性格の解明 といった点で顕著な成果を上げるものである。本論文が日本の犯罪
研究の発展に寄与するところは極めて大 きい と考 えられ、よって、本論文の提出者は、博士(文学)の
学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ る。
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